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Abstract 

Focusing on the process of a dancer’s acquisition of a 

new technique in breakdance, “Inside Ninety”, this 

longitudinal case study aims to disclose the process of 

skill acquisition through practice. We conducted a 

fieldwork study (participant observation and 

interviews) to analyze the dancer’s endeavours to 

acquire and improve skills. By avoiding the 

specification of goals and movements by the 

researchers, as is often the case in experimental 

settings, we observed the development of movements 

in each practice session. The results indicate that the 

process of acquisition of a new dance technique 

consists not only of the refinement of a particular skill, 

but also of the exploration of new and original 

movements. The process of an expert’s acquisition of a 

particular technique is a complicated and creative one, 

integrating each skill into a full performance. 
 
Keywords ―  performing arts, skill acquisition, 

creativity, breakdance, case study 

 

1．問題と目的 

1．1．はじめに 

 ダンスや演劇といった身体表現芸術では，優れ

た表現を披露する熟達者が存在し，文化的実践を

導いている（生田，2007）．本研究は，熟達者の

独創的で個性的な身体表現が練習を通してどのよ

うに作り上げられていくのかについて，長期のフ

ィールドワークによって検討を行ったものである． 

1．2．熟達者の練習場面 

 身体表現芸術における練習の重要性は，様々な

文献から示されている．例えば，Ericsson, 

Krampe & Tesch-Romer（1993）では，音楽演奏

などを対象として deliberate practiceという考え

を提唱し，長期に渡ってよく考えられ，工夫され

た練習に取り組む重要性を主張した．  

 では熟達者は，練習場面においてどのような工

夫を行っているのか．安藤（2002）では，長期間

の演技経験を有する劇団員と経験の浅い劇団員と

の差異を検討し，経験の長い劇団員が，演技計画

の作成時に脚本全体の流れや聴衆からの見え方な

ど多様な情報を考慮することが示唆された．クラ

シック音楽を対象とした Gruson（1988）や大浦

（2000）でも，同様に熟達者が様々な情報を考慮

して多様な練習に取り組む様子が示されている． 

 また，前述した Ericsson et al.,（1993）は，熟

達者が練習において，特定の目標を設定し即時的

にフィードバックを得る仕組みを整えていたこと

を示した．同様にフィードバックに関連すること

として，大浦（2000）は，表現の評価基準を取り

上げ，熟達者と初心者では有する評価基準の特徴

が異なること，熟達者では曲の構造や演奏表現を

踏まえた安定的な評価を行えることを示した．さ

らに「能動的モニタリング」（大浦，1996）とい

う考えを主張し，熟達者の練習の特徴として，優

れた評価基準を用いて自身の練習を主体的・積極

的にモニタリングし，課題に適応出来るよう制御

する様子がみられることを主張した．  

これらの研究から，熟達者は練習場面において，

1）多様な情報を考慮して練習の目標や内容を設

定し，2）実施した練習の結果について自身の評

価基準を用いて随時評価を行い，3）その評価を

踏まえて再び練習の目標や練習の内容を設定し直

す，という「練習目的・練習内容のプランニング

と練習結果の評価」のサイクルを回していると推

測される（図 1）．これは，波多野・稲垣（1983）
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で示された熟達化におけるメタ認知や諏訪・西山

（2009）で示された身体的メタ認知とも，整合性

の高い考え方である． 

 特に，身体表現芸術では共演者や観客，空間と

いった特定の状況・環境に対応し，それらを利用

しながら表現を営んでいく（中野・岡田，2013; 清

水・岡田，2013）．つまり，練習目的や練習内容

を試行錯誤しながら，状況の変化に対応させるこ

との出来る柔軟な知識・技術を獲得する必要があ

ると考えられる．これらの理由から，上達のため

には，練習目的・練習内容について考慮し，その

結果を随時評価しながら練習に取り組むことが必

要になるのだと言えよう． 

1．3．練習の 1例としての技術学習 

 安藤（2002）や Gruson（1988）では，数時間

に渡る短期の練習過程を検討したが，練習目的・

練習内容のプランニングと練習結果の評価がより

重要性を持つのは，そのサイクルが何度も繰り返

される長期的な練習場面においてであると考えら

れる．そのため本研究では，ある特定の技術を獲

得する学習場面を対象とし，熟達者の長期的な練

習において「プランニングと結果の評価」のサイ

クルがどのように行われ，どのように機能してい

るのかについて検討した． 

ここで述べた身体表現芸術における技術とは，

長期に渡る練習・実践を経て培われる「ある程度

手続きの定められた身体運動」のことであり，典

型的な例としてバレエのフィッテアントールナン

（久埜，1992）やブレイクダンスのウインドミル

（OHJI, 2001）が挙げられる．これらの技術は各

領域で身体表現を披露する際にその基本となるも

のであり，熟達者の練習における試行錯誤を検討

する上で適した題材と言える． 

1．4．ダンス領域における技術学習 

 本研究では技術の重要性が強く主張されるダン

ス領域（Noice & Noice, 2006）を対象とした．特

にコンテンポラリーダンスやストリートダンスは

即興的な要素が非常に高く（中野・岡田，2013; 清

水・岡田，2013），その場の環境・状況に合わせ

て即時的に表現を変化させることが求められるた

め，練習目的・練習内容のプランニングと練習結

果の評価を行いながら柔軟な技術を獲得すること

が重要となると推測される． 

 ダンス領域における技術学習の研究例としては，

藤岡（1997）や Poon & Rogers（2000），Smyth, 

Lindsay, & Pendleton（1994）などが挙げられる．

これらの研究では，バレエやジャズといった様々

な領域におけるダンス運動を取り上げ，初心者や

熟達者を対象とし，その学習過程について実験に

よる検討を行った．結果として，熟達者の学習効

率の高さやそれを支える要因，熟達者・中級者間

の学習方略の差異等を明らかにしている．これら

は練習目的・練習内容のプランニングと練習結果

の評価とも関連する知見である一方で，研究者側

から「指定した運動の円滑な実施を目指す」とい

う課題目標を与えてしまっており，分析も専ら学

習の効率性という観点から行われている．しかし，

前述したプランニングと評価のサイクルを考慮す

ると，熟達者の技術学習プロセスは，単に定めら

れた技術の質を高めていく反復過程なのではなく，

様々な状況に対応出来る柔軟な技術を獲得するた

めに学習目的や学習内容を変化させながら営まれ

る能動的な過程であると考えられる． 

実際，ダンスにおける技術学習プロセスを理論

的に検討した太田・千住・首藤（1998）は，技術

学習プロセスを，単に優れた技術の獲得を目標と

したものではなく，その技術について試行錯誤を

繰り返すことが自らの目指す身体表現全体を模索

することに繋がる独創的で個性的なプロセスであ

ると指摘している．つまり，学習の進行に伴い学

習目的や学習内容に変化が生じると共に，その一

方で，それらを変化させる試行錯誤自体が，学習

者本人の理想とする身体表現全体を構築すること

に繋がる複雑なプロセスだと考えられるのである．  

1．5．研究の目的 
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 これまでの議論を踏まえて本研究では熟達者の

技術学習プロセスを取り上げ，学習の効率性に着

目した従来の研究では十分に検討されていない

「身体表現全体の模索に繋がる変化」を，学習目

的・学習内容のプランニングと学習結果の評価の

サイクルに着目し捉えることを目指した．なお，

手法としてはフィールドワークを用いる．これは

実験環境では，研究者側から「技術の円滑な実施

を目指す」という固定された目的を熟達者に与え

てしまうおそれがあると考えたためである． 

対象領域としては，ダンス領域の中でも特にブ

レイクダンスを対象とした．これは，ブレイクダ

ンスにおいては技術の重要性がことさら主張され

ており（OHJI, 2001），技術学習を検討する題材

として適切なこと，即興的な要素が本質であるた

め（清水・岡田，2013），技術学習のプロセスに

おいて「プランニングと評価」のサイクルが大き

な意義を持つと考えられたためである． 

 

2．研究方法 

2．1．参与観察 

 まず技術学習の様子を記録するために，熟達者

の練習場面について 2011年 7月末から 11月末ま

での 4 か月間，毎週 1 回 2－3 時間に渡って参与

観察を行った（計 40時間程度）．対象とした熟達

者は，大会で優勝，準優勝，ベスト 4といった入

賞経験を有するダンサー3 名である．練習の様子

は，図 2のように記録された．今回は，特に領域

として確立された技術を繰り返し練習していた 1

名（熟達者 A）の記録を分析対象とした．なお映

像を確認したところ，熟達者 Aは対象とした技術

を 197回練習していた．対象とした技術の詳細に

ついては，3．1において後述する． 

2．2．熟達者 Aへのインタビュー 

 次に熟達者 Aに対して，技術学習時の目的と実

施した技術の内容を尋ねる構造化インタビューを

行った（3時間程度）．時期は 2014年の 3月であ

る1．インタビューでは，技術学習時の映像 197

個を提示し，各映像について，1）技術の前後も

含めてどういった動きを練習していたか，2）ど

うしてその動きを練習していたか，の 2点につい

て質問し，その様子をビデオカメラと IC レコー

ダーにより記録した．  

2．3．分析方法 

1）回転数の変化 

まず，参与観察時の練習において技術の学習が

行われていたか確認するため，回転数の変化を検

討した．技術学習時の映像 197個を取り上げ，そ

れぞれの回転数について，ブレイクダンスに約 10

年に渡り取り組んでいる第一著者が判断した．回

転数は 0.5 回転刻みで判断し，次の刻みに達しな

い値は切り捨てて判断した． 

2）学習内容の変化 

 2 つ目の分析として，学習内容の変化を検討し

た．熟達者 Aが行った学習内容について客観的な

判断を求めるため，参与観察時の映像を利用し，

専門家による判断を行った．  

まず，ブレイクダンスに約 10 年に渡り取り組

んでおり，大会で準優勝等の入賞実績を残してい

る熟達者 1 名（熟達者 A とは異なる熟達者）に，

学習時の技術の内容を尋ねる構造化インタビュー

を行った（3時間程度）．時期は 2014年の 5月で

ある．熟達者 Aへのインタビューと同様に学習時

の映像 197 個を提示し，各映像について，1）技

の前後も含めてどういった動きを練習しているか，

                                                   
1 熟達者 Aへのインタビューは，技術学習を行っ

ていた時期から著しく時間が経過しており，この

データの妥当性は低い可能性がある．そのため本

研究では，2．3の 2）で後述する「他の熟達者と

第一著者により判断された学習内容のデータ」を

中心的に利用して，分析を行った． 
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質問し，その様子をビデオカメラと IC レコーダ

ーにより記録した． 

そして，この熟達者へのインタビューで取得し

た発話データを参考に，学習時の映像 197個を詳

細に確認しながら，技術の前後を含めてどのよう

な動きを練習していたかを第一著者が判断した．

この熟達者の発話データは，「技術の前後でどのよ

うな動きを行っていたか」，「技術を使用している

部分で実際に身体をどのように動かしていたか」

という細部に渡って学習内容を言語化してもらっ

たものであり，同様の細かさで第一著者も技術の

内容を判断した．結果として，熟達者と第一著者

の間で明確なズレが見られたのは 197個中 5個で

あり，合致した割合は 97.5%であった．このデー

タは学習内容に関して，ある程度客観性を有する

データであると考えられる．ズレが見られた部分

は，ダンス経験のある第一著者による判断をデー

タとして使用した． 

 その上で 197個ある学習内容について，全体を

詳細に把握した上で，類似した内容を指摘してい

る発言を集め，ボトムアップにカテゴリーを作成

した．学習内容の適切な理解が必要とされるため，

領域に関する専門的な知識を有する第一著者がカ

テゴリー作成を行った． 

3）学習目的の変化 

 さらに学習目的の変化について検討を行った．

2．2 の熟達者 A へのインタビューで取得した目

的に関する発話データについて，全体を詳細に把

握した上で，類似した内容を指摘した発言を整理

し，ボトムアップにカテゴリーを作成した．この

カテゴリーについては，第一著者と認知科学を専

門とする，研究目的を知らない大学院博士課程学

生 1名との間で全体の約 50%（101個）について

一致率を取得しており，Cohen のκ係数は 0.88

であった（一致率 92.1%）． 

 

3．結果と考察 

3．1．分析対象とした技術の概要 

 分析対象は，領域において「インサイド・ナイ

ンティ（以下 I.N.）」と呼ばれる技術（図 3）であ

る．これは，右手で逆立ちした状態になり，足を

閉じながら上半身をひねることで掌を軸に高速で

回転する技術である．  

熟達者 Aは，この技術について，実際に踊りを

披露する際に自信を持って行えるものであり，回

転速度の速さや回転数の多さ，希少性についてジ

ャッジや他のダンサーから高い評価を受けている，

と述べていた2． 

3．2．回転数 

 最高回転数について検討すると，35回目の練習

で 2.5 回転，133 回目の練習で 3 回転と，最高回

転数が増加しており，徐々に技術の学習が進行し

た様子が示唆された． 

3．3．学習内容 

1）学習内容カテゴリーの概要 

 学習内容のカテゴリーとその内容の詳細，該当

数を表 1に示す．表の番号は，各内容が出現した

時系列順に並べてある．熟達者 Aによって基本形

と指摘されたものが番号 1，3 の 2 種類と，これ

ら基本形に変更を加えたものが 17 種類と多様な

内容を実施していた．また変更を加えた部分につ

いても，回転部分，回転部分の前後というように， 

                                                   
2 なお熟達者 Aは，この技術について数年前に一

定期間練習していたことを述べていた．このこと

から，今回のデータは技術学習の初期について不

完全な点を有しており，知見の解釈には慎重にな

る必要がある．一方で，自然な練習場面において

熟達者の技術学習を長期間に渡って詳細に捉えた

本研究の知見は，一定の意義を有するだろう．  
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I.N.の前後も含めて様々な部分を変更していた

（図 4 参照）．特に回転部分は，定義にもあるよ

うに I.N.の本質的な部分であり，その部分を変更

する「新しい技術の創造」にも繋がる探索的な取

り組みが行われていたと考えられる． 

2）学習内容の縦断的変化 

 学習内容の縦断的な変化を図 5に示す．図から

分かるように，番号 1，3 といった基本形を継続

して練習しながら，徐々に様々な部分を変更した

内容を生成していく様子が見られた．また，これ

ら生成された内容の間には強い関係性が見られた

（表 1 参照）．例えば番号 8 の回転後の動きを発

展させて番号 9を生成する様子や，その番号 9を

さらに番号 15で利用する様子，番号 12の回転中

の動きの 1部分を抽出し，番号 13や番号 14，番

号 15 で少しずつ変更しながら繰り返し練習する

様子，番号 10 で回転中の動きとして生成した内

容を番号 17 で回転後の動きとして取り入れてい

く様子が示されている．熟達者 Aは，新しく生成

した内容の 1部分を積極的に活用し発展させなが

ら，次々に新しい内容を生成していったのだと考

えられる．  

3．4．学習目的 

1）学習目的カテゴリーの概要 

 学習目的のカテゴリーと該当数を表 2 に示す．

表より「I.N.の速さや周数の改善」という技術を

表 1 学習内容カテゴリーの概要と該当数 

出現番

号 
カテゴリー名 回転前の動き 回転中の動き 回転後の動き 該当数 

1 基本形 1 フットワーク注 1⇒ニューヨーク注 1 I.N. 
着地⇒回転ドロップ注 1⇒フット

ワーク 
25 

2 回転前の変更 1 
フットワーク注 1⇒横に跳ぶ⇒開いた

足を閉じる 
I.N. 着地 1 

3 基本形 2 トップロック注 1⇒ニューヨーク I.N. 着地 102 

4 回転後の変更 1 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 左肘を着ける⇒ウインドミル注 1 6 

5 回転後の変更 2 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 
右手を滑らす⇒エアベイビー注

1 
1 

6 回転後の変更 3 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 両足の裏をつけるフリーズ注 1 3 

7 回転後の変更 4 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 
左肘を着ける⇒ウインドミル⇒

右ショルダー注 1 
3 

8 回転後の変更 5 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 両手で跳ねる⇒着地 4 

9 回転後の変更 6 トップロック⇒ニューヨーク I.N. 
両手で跳ねる⇒右マックス注 1

⇒着地 
6 

10 回転中の変更 1 トップロック⇒ニューヨーク 
I.N.⇒ステッピン注 1しなが

ら I.N. 
着地 6 

11 回転前の変更 2 

フットワーク⇒横に跳ぶ⇒右肘で着

地する⇒右肘から右手に上げる⇒

開いた足を閉じる 

I.N. 着地 4 

12 回転中の変更 2 トップロック⇒ニューヨーク 
足を曲げながら I.N.⇒右

足を抜きながら I.N. 
着地 14 

13 回転中の変更 3 トップロック⇒ニューヨーク 足を曲げながら I.N. 着地 9 

14 回転中の変更 4 トップロック⇒ニューヨーク 足を伸ばしながら I.N. 着地 3 

15 
回転中・回転後

の変更 1 
トップロック⇒ニューヨーク I.N.⇒足を曲げながら I.N. 

両手で跳ねる⇒右マックス⇒

着地 
1 

16 回転後の変更 7 フットワーク⇒ニューヨーク I.N. 両足を伸ばすフリーズ 1 

17 
回転中・回転後

の変更 2 
トップロック⇒ニューヨーク I.N.⇒足を曲げながら I.N. ステッピン⇒着地 1 

18 回転前の変更 3 ドンキー注 1⇒ニューヨーク I.N. 着地 5 

19 回転前の変更 4 
フットワーク⇒ニューヨーク⇒跳ん

で反転する⇒開いた足を閉じる 
I.N. 着地 2 

注 1）これらは全てブレイクダンスにおける動きの名称である．詳細は省略するが，領域で共通性を有しており，熟達者であれば名称

から動きの内容を判別可能である． 

注 2）影を付与した部分は，熟達者により基本形であると指摘された学習内容である． 

注 3）太字・斜体・下線を付与した箇所は，関連が強いと考えられた内容の一部分である．番号「8，9，15」「12，13，14，15，17」

「10，17」が互いに関連が強いと言える． 
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円滑に実施出来るようになることを目的としたも

の以外に，「I.N.の派生形の作成」という元の技術

を変化させることを目的としたもの，「I.N.も含め

たムーブ全体の改善」という技術を実践で披露す

る形式の中に組み込んでいくことを目的としたも

のなど，多様な目的を持ちながら学習に取り組ん

でいたことが分かる．特に「I.N.の派生形の作成」

という目的が見られたことは，学習内容において

「基本形の変更」や「新しい技術の創造」といっ

た取り組みが見られたことを支持する結果である． 

3．5．学習内容と学習目的との関連 

 最後に学習内容と学習目的との関連を検討した．

結果を表 3 に示す．表 3 から，目的が「I.N.の速

さや周数の改善」の場合に内容は「基本形 2」を，

目的が「I.N.も含めたムーブ全体の改善」の場合

に内容は「基本形 1」と，学習内容と学習目的と

の間にある程度固定された関係性が見られた．一

方で，目的が「I.N.の派生形の作成」である場合，

内容は「基本形 2」の他に，基本形を様々に変更

したものを行っており，新しい技術の創造を目指

して，数多くの探索が行われた様子が見られた． 

 

4．総合考察 

 本研究では熟達者の技術学習プロセスを取り上

げ，学習の効率性に着目した従来の研究では十分

に検討されていない「学習者が目指す身体表現全

体の模索に繋がる変化」を，学習目的・学習内容

のプランニングと学習結果の評価のサイクルに着

目して捉えることを目指した．結果として，以下

3点が示された． 

1）技術学習において熟達者は，技術の円滑な実

施を目指して固定した形で技術を繰り返す「収束 
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的な取り組み」を行うだけでなく，新しい技術の

創造を目指して基本形を様々に変化させていく

「探索的な取り組み」も並行して行っていた． 

2）「探索的な取り組み」を行う際，熟達者は既に

生成した変化を積極的に利用しながらさらに新し

い変化を生成していた． 

3）「I.N.も含めたムーブ全体の改善」という目的

が見られたことから分かるように，「収束的な取り

組み」，「探索的な取り組み」以外にも技術を実践

で披露する形式の中へ組み込んでいこうとする

「実践へ向けた取り組み」も行っていた．  

 これまで，身体表現芸術における技術学習を扱

表 2 学習目的カテゴリーの概要と該当数 

番号 カテゴリー名 定義 該当数 

1 I.N.の速さや周数の改善 I.N.の速さや周数といった I.N.自体の質を改善するために練習に取り組んでいた 51 

2 I.N.の派生形の作成 
I.N.の回転部分や回転への入り方，I.N.の回転後の動き方を変化させ，I.N.を派生

させた動きを作るために練習に取り組んでいた 1 
92 

3 I.N.の派生形の 1部分の確認 
カテゴリー2の派生形を実施出来るようになるために，派生形の中のある 1部分

に着目し，その部分だけを取り出した練習に取り組んでいた 
12 

4 
I.N.も含めたムーブ注全体の改

善 

I.N.をムーブの中に組み込むため，もしくは I.N.を含めた 1つのムーブ全体の質を

改善するために練習に取り組んでいた 
30 

5 
I.N.の速さや周数の改善と I.N.の

派生形の作成 
カテゴリー1，カテゴリー2双方に該当する目的を持って練習に取り組んでいた 6 

6 その他 
目的が不明である，もしくは，カテゴリー1－5のどれらにも含まれない目的を持っ

て練習に取り組んでいた 
6 

注）ムーブとは，様々な技術を組み合わせて披露される一連の身体運動（30秒から 60秒程度）を指す． 

 

表 3 学習内容と学習目的との関連 

  学習目的 

 

 

学習内容 

速さや周数

の改善 
派生形の作成 

派生形の部分確

認 

ムーブ全体の改

善 

速さや周数の改

善，派生形の作

成 

その他 

基本形 1 1 1 0 22 0 1 

回転前の変更 1 0 0 1 0 0 0 

基本形 2 48 40 2 2 5 5 

回転後の変更 1 0 6 0 0 0 0 

回転後の変更 2 1 0 0 0 0 0 

回転後の変更 3 0 1 1 0 1 0 

回転後の変更 4 0 3 0 0 0 0 

回転後の変更 5 0 4 0 0 0 0 

回転後の変更 6 1 5 0 0 0 0 

回転中の変更 1 0 4 2 0 0 0 

回転前の変更 2 0 0 0 4 0 0 

回転中の変更 2 0 14 0 0 0 0 

回転中の変更 3 0 3 6 0 0 0 

回転中の変更 4 0 3 0 0 0 0 

回転中・回転後の変

更 1 
0 1 0 0 0 0 

回転後の変更 7 0 0 0 1 0 0 

回転中・回転後の変

更 2 
0 1 0 0 0 0 

回転前の変更 3 0 4 0 1 0 0 

回転前の変更 4 0 2 0 0 0 0 

合計数 51 92 12 30 6 6 

内容の種類数 4 15 5 5 2 2 

注）影を付与した部分は，熟達者により基本形であると指摘された学習内容である． 
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ったほとんどの研究では，専ら学習の効率性とい

った観点に基づいて実験・分析が行われてきた

（e.g., 藤岡，1997, Poon & Rodgers, 2000）．本

研究の結果は，これらの研究の枠組みに対して，

他の観点も含めて検討を行う重要性を示している．  

知見の 1と 3で示したように，現実の技術学習

場面において，熟達者は「収束的な取り組み」の

他に，「探索的な取り組み」，「実践へ向けた取り組

み」も並行して実施していた．これは，熟達者に

とっての技術学習が持つ役割を拡張する重要な知

見である．つまり，熟達者にとって技術の学習と

は，単にある特定の技術を身につけていくことに

終始する練習ではない．むしろ，特定の技術につ

いて領域知識や他の技術との関係性を構築しなが

ら位置づけ，さらにその関係性を利用しながら新

しい技術を生成していくような，自身の身体表現

全体を変化させる可能性を持った取り組みなので

ある．これはまさに太田ら（1998）が指摘したこ

とと合致する知見である．特にブレイクダンスを

含む身体表現芸術では，技術の正確性や滑らかさ

に加え，技術や身体表現全体に独創性や即興性が

求められる場合が多いため，独創的な技術の生成

や，特定の技術と他の技術との関係性の強化が目

指され，このような活動が見られたと考えられる．  

これらの取り組みは，課題目標が「技術の円滑

な実施」として研究者により設定されてしまう実

験室実験では発見することが困難である．今回フ

ィールドにおける自然な練習場面を対象としたこ

とで，技術学習に関する従来の研究では見逃され

てきた現象を捉えることが出来た点がこの研究の

第一の意義である． 

 また本研究は，熟達者の練習場面に関して数多

く主張されていたメタ認知（e.g., 波多野・稲垣，

1983; 諏訪・西山，2009）や能動的モニタリング

（大浦，1996）のプロセスが，長期間に渡る練習

場面においてさらに重要な役割を果たしているこ

とを示している．知見 1，3 で示した「収束的な

取り組み」，「探索的な取り組み」，「実践へ向けた

取り組み」を並行して行っていくためには，練習

を実施する度にその目的や内容を工夫する試行錯

誤を行い，その上で結果を適切に評価し，再び練

習内容や練習目的を工夫していくという姿勢が重

要であると考えられる．また，知見 2で示された，

以前生成した内容を利用して新しい内容を生成す

る過程においても，生成した内容の評価や利用す

る内容の選択において，自身の状態や目的を踏ま

えた考慮が必要である．これらを踏まえると，技

術学習のように長期間に渡る練習では，短期間の

練習と比較して，メタ認知やモニタリングのプロ

セスがさらに重要となると言えよう． 

 さらに，本研究の知見と清水・岡田（2013）の

知見とを結びつけることで，学習者が練習と実践

を経て徐々に独創的で個性的な身体表現を身につ

けていく熟達の過程を推測することが出来る．清

水・岡田（2013）では，ブレイクダンスの即興表

現場面（バトル場面）を取り上げ，長期間の練習

を経て身につけた技術が対戦相手とのやり取りを

通して変化し，即時的に新しい身体表現が生成さ

れることが示された．これを踏まえると，練習に

おいて既存の技術や新しい技術を身につけた上で

表現を披露する場面に臨み，その場で他者とのや

り取りを経て技術に変更を加え，さらに再び練習

においてその技術に変更を加えていく，という「練

習」と「実践（実践における他者とのやり取り）」

を経て，技術が大きく変化していく関係がみえて

くる．熟達者は，こういった練習における個人的

な試行錯誤と実践における他者との文化的接触を

長期的に積み重ねることで，徐々に独創的で個性

的な身体表現を身につけていくと考えられる． 

 本研究の課題としては，大きく 2点が挙げられ

る．1 点目は，知見の一般性の確認である．本研

究は 1名の熟達者を対象としたものであり，今回

示した技術学習における複雑さが広く見られるか

どうかを確認するためには，さらに多くの熟達者

を対象として検討する必要がある．一方で，技術

学習のプロセスは，各熟達者が既に獲得している

領域の知識や技術と深く結びついた，独創的で個

性的なプロセスである．そのため，単純に対象者

数を増やし，実験状況でその一般性を確認するこ

とは妥当ではない．対象者を徐々に増やしながら，
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その個別性について詳細な分析を行い，共通点を

抽出することが必要だと考えられる． 

2 点目としては，社会的状況の考慮が挙げられ

るだろう．前述したように，熟達者の技術学習に

影響する要因は，練習場面だけでなく実践場面な

どにも関与していると想定される．また，他者を

観察する重要性（Gray, Neisser, Shapiro, & 

Kouns, 1991）や他者と協働して活動を行う重要

性（Sawyer, 2010）も主張されている．実際，フ

ィールドワークにおいても，熟達者が他のダンサ

ーの練習に注目していた様子や，他のダンサーと

やり取りを行っていた様子が多く見られた．今後

は，熟達者個人だけでなく，社会的状況や他者と

の関わりも考慮した上で，どのように技術が学習

されていくのかを検討する必要があるだろう． 
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